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4 .  海 野 尾 タ オ ル 時 代  

 

 2 0 1 1 年 1 2 月 、 橘 屋 は 、 人 材 確 保 の 困 難 に よ り 黒 字 経 営 で あ っ

た が タ オ ル 製 造 部 門 を 廃 業 す る こ と に な っ た 。 橘 屋 は 、 阿 部 洋 三 氏

に 「 タ オ ル づ く り は 天 職 だ 」 と お も わ せ て く れ た タ オ ル メ ー カ ー で

あ り 、 3 8 年 の 長 き に わ た る 付 き 合 い か ら 阿 部 氏 の タ オ ル 人 生 の 舞

台 を 用 意 し て く れ た タ オ ル メ ー カ で も あ っ た 。 橘 屋 の タ オ ル 製 造 か

ら の 撤 退 と と も に 、 阿 部 氏 も 自 ら の タ オ ル づ く り の 歴 史 に 終 止 符 を

打 と う と お も っ た 。 こ の と き 、 阿 部 氏 は 6 4 歳 で あ っ た 。  

 

海野尾タオルで新たにタオルづくりをスタート  

 

 阿 部 氏 は 、 橘 屋 退 職 を 機 に 第 一 線 か ら 退 こ う と 考 え て い た が 、

2 0 1 2 年 2 月 に 海 野 尾
か い の お

タ オ ル（ 株 ）に 再 就 職 を し た 。妻 の 鈴 子 氏 が

「 元 気 な の に も う 少 し 働 い た ら 」 と い う 一 言 に も 後 押 し さ れ 、 ち ょ

う ど 海 野 尾 タ オ ル が タ オ ル 製 織 者 を ハ ロ ー ワ ー ク で 募 集 し て い た か

ら 応 募 し て み た 。 阿 部 氏 は 「 応 募 し た け れ ど 6 4 歳 と い う 年 齢 も あ

る か ら 、 お そ ら く 雇 用 は し て く れ な い だ ろ う 」 と 踏 ん で い た 。 し か

し 、「 明 日 か ら で も 構 わ ん か ら 来 て く れ 」 と す ぐ さ ま 入 社 が 決 ま り 、

海 野 尾 タ オ ル で の タ オ ル づ く り

が 始 ま っ た 。  

海 野 尾 タ オ ル は 、タ オ ル 専 業 問

屋 の 林（ 株 ） や タ オ ル メ ー カ ー の

一 広（ 株 ）な ど に 製 品 を 卸 し て い

た が 、阿 部 氏 が 入 社 し た と き 、３

代 目 の 海 野 尾 亮 介 氏 立 案 に よ る

1 0 0 %オ リ ジ ナ ル の タ オ ル 生 産 に

着 手 し て い た 。阿 部 氏 は 、岩 間 レ

ン ツ R T - 5 0 0 B レ ピ ア 織 機 や 豊 田

エ ア ジ ェ ッ ト 織 機 を 使 っ て 、さ ま

y a w n 5 重 ガ ー ゼ タ オ ル ケ ッ ト  
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ざ ま な タ オ ル づ く り に 関 わ り 、と り わ け 印 象 深 い 製 品「 y awn 5 重 ガ

ー ゼ タ オ ル ケ ッ ト 」 を 開 発 し た 。 こ れ は 、 阿 部 氏 が 企 画 か ら 製 造 ま

で 携 わ っ た 製 品 で あ る 。サ ン ホ ー キ ン 糸 を 使 用 し た 5 重 ガ ー ゼ タ オ

ル ケ ッ ト で 、 そ の 特 徴 は 「 ふ ん わ り ふ っ く ら 、 そ し て さ ら っ と し た

肌 触 り 」 に な る よ う に 織 り 上 げ ら れ て い る 。  

そ の 他 に も オ リ ジ ナ リ テ ィ あ ふ れ る 製 品 が い く つ も あ る 。例 え ば 、

「 日 本 の 伝 統 色 」 は 、 パ イ ル 糸 に 甘 撚 り 糸 を 使 用 し 、 肌 触 り や 吸 水

性 が 良 く 拭 き 心 地 が し っ か り と し て お り 、 日 本 の 伝 統 色 を リ バ ー シ

ブ ル で と り 入 れ た 色 味 が 特 徴 で あ る 。「y aw n 片 面 ガ ー ゼ タ オ ル 」は 、

サ ン ホ ー キ ン 混 紡 糸 を 使 用 し 、 通 常 の 繊 維 よ り 毛 羽 落 ち が 少 な い た

め 洗 濯 に 強 い が 、ふ わ ふ わ の 感 触 が 特 徴 的 な 製 品 で あ る 。「N or a（ ノ

ー ラ 、ノ ラ ）」は 、一 部 素 材 に 銀 イ オ ン を 保 持 さ せ た A g 糸 を 用 い る

こ と で 除 菌 力 を 有 し た タ オ ル 素 材 の 糸 を 使 用 し 、 通 常 の 綿 タ オ ル に

比 べ て 水 分 を 拡 散 す る の で 乾 き や す く 、 ニ オ イ の 元 の 菌 を 除 菌 す る

た め ニ オ イ が 気 に な り に く い と こ ろ が 売 り の 製 品 で あ る 。「 シ ー ウ ィ

ー ド 」 は 、 オ ー ガ ニ ッ ク コ ッ ト ン を 使 用 し た 優 し い 肌 触 り の ボ リ ュ

ー ム の あ る タ オ ル で 、海 藻 を イ メ ー ジ さ せ る デ ザ イ ン が 特 徴 で あ る 。 

 

    

「 日 本 の 伝 統 色 」 シ リ ー ズ           y a w n 片 面 ガ ー ゼ タ オ ル  
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「 N o r a 」 シ リ ー ズ            「 シ ー ウ ィ ー ド 」 シ リ ー ズ  

（ タ オ ル 写 真 提 供 ： 海 野 尾 タ オ ル 株 式 会 社 ）  

 

 こ の よ う に 、 阿 部 氏 の タ オ ル づ く り の 技 術 は 海 野 尾 タ オ ル で も 生

か さ れ 、 退 職 し た 現 在 で も 阿 部 氏 の 手 が け た タ オ ル は 海 野 尾 タ オ ル

の 看 板 商 品 と し て 販 売 さ れ て い る 。  

海 野 尾 タ オ ル 在 籍 中 に は 、 タ オ ル づ く り の 延 長 線 上 で 貴 重 な 経 験

も し た 。 2 01 5 年 1 1 月 、 愛 媛 大 学 付 属 高 等 学 校 に お い て タ オ ル 製

造 に つ い て 講 義 を お こ な い 、 地 元 の 高 校 生 に 今 治 タ オ ル 工 業 に つ い

て 情 報 発 信 し た 。 技 術 者 自 ら が 若 い 世 代 に 直 接 情 報 を 発 信 す る 機 会

は な か な か な い が 、 産 地 の 人 材 不 足 が 深 刻 化 す る な か で こ う し た 活

動 は 重 要 で あ る 。阿 部 氏 は 、講 義 の 最 後 に こ う 述 べ た 。「新 し い 時 代

を つ く る の は 青 年 の 熱 と 力 で す 。 み な さ ん の こ と で す 。 み な さ ん 、

一 人 ひ と り が 桜 梅 桃 李 の 原 理 で 世 界 に 羽 ば た い て 、 自 分 だ け の オ ン

リ ー ワ ン の 花 を 咲 か せ て く だ さ い 。」  

 

愛 媛 大 学 付 属 高 等 学 校 に て

講 義 を す る 阿 部 氏  
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阿 部 氏 の タ オ ル 人 生 で 現 役 最 後 の 舞 台 を 用 意 し て く れ た 海 野 尾 タ

オ ル で あ っ た が 、心 筋 梗 塞 を 患 っ た の が 原 因 で 体 力 的 な 限 界 を 感 じ 、

2 0 2 0 年 2 月 に 惜 し ま れ な が ら 同 社 を 退 社 し た 。現 在 は 、週 2 日 2

〜 3 時 間 の ペ ー ス で 海 野 尾 タ オ ル の 工 場 に 顔 を 出 し 、 後 進 の 指 導 に

あ た っ て い る 。  

阿 部 氏 の タ オ ル 人 生 は 半 世 紀 以 上 に 及 び 、 そ の 長 い 過 程 で 阿 部 氏

が 扱 っ た 機 械 の 一 覧 が 表 2 で あ る 。ま た 、そ の 機 械 と 向 き 合 う こ と

で 確 立 し た 阿 部 氏 の タ オ ル 製 造 に お け る 考 え が あ る 。 そ れ を ま と め

た の が 表 3 で あ る 。  

 

表 2  阿 部 氏 が 扱 っ て き た お も な 機 械 一 覧  
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表 3  タ オ ル 製 造 に お け る 考 え  

 

出 典 ： 阿 部 洋 三 氏 提 出 資 料 よ り 作 成 。  

 

海 野 尾 タ オ ル を 退 職 し た あ と も 今 治 タ オ ル 技 能 士 会 の 理 事 と し て

後 進 の 指 導 に あ た る と と も に 、 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 に お い て 人 材 育

成 シ ス テ ム の 構 築 に 向 け た 活 動 に 携 わ っ て い る 。  

最 近 で は 、 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 が 主 導 す る 今 治 タ オ ル ア カ デ ミ ー

「 技 術 講 座 」の 創 設 準 備 に 2 0 2 0 年 秋 頃 よ り 責 任 者 と し て 関 わ っ て

お り 、開 校 後 も 講 師 と し て 活 動 し て い る 。今 治 タ オ ル ア カ デ ミ ー は 、

産 地 の 技 術 者 養 成 を 目 的 に 開 講 さ れ る も の で あ る が 、 産 地 に は 、 阿

部 氏 も 通 っ た 現 在 の 愛 媛 県 立 愛 媛 中 央 産 業 技 術 専 門 校 や 愛 媛 県 立 今

治 工 業 高 等 学 校 が あ る 。 し か し 、 今 治 タ オ ル ア カ デ ミ ー で は 織 機 な

ど の 機 械 を 自 由 に 分 解 し た り 組 み 立 て た り 、 ト ラ イ ＆ エ ラ ー を お こ

な え る 設 備 を テ ク ス ポ ー ト 今 治 「 タ オ ル 工 房 館 」 に 整 え て お り 、 既

存 の 訓 練 校 と の 棲 み 分 け を 図 っ て い る 。  
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「 技 術 講 座 」は 3 つ の コ ー ス か ら 構 成 さ れ て お り 、全 科 目 必 修（ 6 4

科 目 ・ 140 . 5 時 間 ） の 「 S i l v e r コ ー ス 」（ 自 ら が 担 当 す る 職 種 で 基

本 作 業 が で き る ）、選 択 式（ 5 2 科 目・ 2 0 2 時 間 ）の「 G o l d コ ー ス 」

（ 自 ら が 担 当 す る 職 種 で 応 用 改 善・指 示 作 業 が で き る ）、選 択 式（ 3 7

科 目 ・ 2 1 5 時 間 ）の「 P l a t i n u m コ ー ス 」（ 発 展 ・ 探 求 ）で あ る 。コ

ロ ナ 禍 の 影 響 を 受 け て 開 講 日 が 延 期 に な っ て い た が 、2 022 年 4 月

に「 S i l v e r コ ー ス 」が 開 講 し た（ 20 2 3 年 2 月 ま で 開 講 予 定 で 、原

則 と し て 火 ・ 木 ・ 金 ・ 土 曜 日 の う ち 週 2 日 程 度 ）。  

 

タオル職人として数々の表彰を受ける  

 

阿 部 氏 の タ オ ル 業 界 へ の 貢 献 は 、 数 々 の 表 彰 か ら も 窺 え る 。 最 初

は 1 9 8 5 年 5 月 、 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 （ 現 ・ 今 治 タ オ ル 工 業 組 合 ）

か ら 、 今 治 タ オ ル 工 業 の 振 興 の た め に 尽 力 し た 功 績 を 讃 え ら れ て 表

彰 を 受 け た 。 阿 部 氏 が 3 8 歳 の と き で あ っ た 。 つ ぎ に 、 1 9 9 0 年 4

月 に 四 国 タ オ ル 技 能 士 研 究 会 よ り 、 同 研 究 会 の 発 展 向 上 に 寄 与 し た

こ と が 評 価 さ れ 表 彰 を 受 け た 。 阿 部 氏 は ち ょ う ど こ の 時 期 に 天 津 に

技 術 指 導 に 行 っ て い た た め 、表 彰 式 に は 出 席 で き な か っ た 。そ し て 、

1 9 9 9 年 1 1 月 に 今 治 商 工 会 議 所 か ら 、 多 年 に わ た り 社 業 発 展 に 貢

献 し た こ と が 認 め ら れ 表 彰 を 受 け た 。  

 阿 部 氏 の 評 価 は 市 か ら 県 に 広 が り 、 2 00 2 年 1 1 月 に 技 能 士 お よ

び 技 能 士 会 育 成 功 労 者 と し て 愛 媛 県 技 能 士 会 の 会 長 表 彰 を 受 け た 。

2 0 0 8 年 1 0 月 に は 当 時 の 四 国 タ オ ル 工 業 組 合 が 設 け た 「 タ オ ル マ

イ ス タ ー 制 度 」の も と で 、初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー に 認 定 さ れ た（「 タ

オ ル マ イ ス タ ー 制 度 」に つ い て は「 タ オ ル び と 」 20 1 9 年 2 月 号 を

参 照 ）。初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー は 阿 部 氏 の 他 に 、谷 口 史 郎 氏 、豊 田 一

也 氏 、 山 田 克 弘 氏 の 3 名 が い る （ 谷 口 氏 に つ い て は 「 タ オ ル び と 」

2 0 1 8 年 1 2 月 号 〜 2 0 1 9 年 3 月 号 、 豊 田 氏 に つ い て は 「 タ オ ル び

と 」 2 0 2 1 年 8 月 号 〜 1 1 月 号 を そ れ ぞ れ 参 照 ）。  

さ ら に 、 阿 部 氏 は 、 職 業 訓 練 の 推 進 や 技 能 検 定 制 度 の 普 及 促 進 に
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功 労 の あ っ た 人 に 授 与 さ れ る 愛 媛 県 優 秀 技 能 者 知 事 表 彰 （ 平 成 2 5

年 度 ） の ひ と り と し て 選 出 さ れ 、 そ の 授 与 式 が 2 01 3 年 1 1 月 2 9

日 の 愛 媛 県 職 業 能 力 開 発 促 進 大 会 （ 愛 媛 県 、 愛 媛 県 職 業 能 力 開 発 協

会 、 愛 媛 県 技 能 士 会 の 共 催 ） に お い て 開 催 さ れ た 。 優 秀 技 能 者 で は

5 名 が 選 ば れ た が 、 タ オ ル 業 界 で は 阿 部 氏 た だ 一 人 の 表 彰 で あ っ た

（ 愛 媛 県 経 済 労 働 部 管 理 局 老 生 雇 用 課「 愛 媛 労 働 」第 7 7 5 号 、2 0 1 4

年 1  月 1 5 日 、 2 頁 ）。  

 

  

初 代 タ オ ル マ イ ス タ ー の 認 定 式 の 様 子  

 

 加 え て 、2 0 1 4 年 1 1 月 2 1 日 に 愛 媛 県 職 業 能 力 開 発 促 進 大 会（ 県

職 業 能 力 開 発 協 会 な ど 主 催 ） が 開 催 さ れ 、 優 れ た 技 術 や 指 導 力 を 持

つ 熟 練 技 能 者 の 「 愛 媛 マ イ ス タ ー 」 に 阿 部 氏 （ 当 時 6 7 歳 ） が 認 定

さ れ た （ 愛 媛 新 聞 O N L I N E、 2 0 1 4 年 1 1 月 2 2 日 ）。  

 

   

阿 部 氏 が 授 与 さ れ た 愛 媛 マ イ ス タ ー 認 定 証  
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「 愛 媛 マ イ ス タ ー 」 は 、 愛 媛 県 内 で 各 産 業 界 か ら 原 則 １ 名 の 推 薦

枠 で １ 名 の 認 定 に な っ て い る が 、 現 在 の と こ ろ 今 治 タ オ ル の 場 合 は

２ 名 認 定 さ れ て お り 、 そ の ひ と り が 阿 部 氏 で あ る 。 厚 生 労 働 省 の 全

国 レ ベ ル で の「 現 代 の 名 工 」に 業 界 か ら 応 募 し 認 定 さ れ る に は 、 「 愛

媛 マ イ ス タ ー 」 に 認 定 さ れ て い る こ と が 必 要 条 件 に な っ て い る 。   

 こ う し た 表 彰 は 産 地 の 絶 大 な る 支 持 が あ っ て こ そ の も の で あ り 、今

治 タ オ ル 工 業 に お け る 阿 部 氏 の 貢 献 度 が 窺 わ れ る 。  

（ 次 号 に つ づ く ）  

 

 

 

 

 


